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緑につつまれ友愛に満ちた�
市民のまち稲城�

５月の休日窓口　１４日（日）、２７日（土）　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課

　

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢

が
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
第
三
学

年
修
了
前
ま
で
か
ら
、
小
学
校

修
了
前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
併

せ
て
、
所
得
制
限
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た（
表
１
参
照
）。

　

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

改
正
に
伴
う
申
請
に
つ
い
て
は
、

　

年
９
月　

日
ま
で
に
受
け
付

１８

３０

け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に

　

年
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給

１８要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
対
象
と
な
り
ま

す
（
た
だ
し
、
転
入
な
ど
の
場

合
は
転
入
月
の
翌
月
分
か
ら
が

支
給
対
象
と
な
る
た
め
、
４
月

１
日
以
降
に
稲
城
市
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
転
入
前
の
期
間
の

申
請
は
、
転
入
前
の
区
市
町
村

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
）。

※　

年
度
に
小
学
校
４
〜
６
年

１８
生
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
家

庭
に
は
、
４
月
に
個
別
に
案
内

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い

方
は
、
所
得
制
限
の
引
き
上
げ

に
よ
り
新
た
に
児
童
手
当
を
受

給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
受

給
す
る
場
合
は
申
請
の
手
続
き

が
必
要
で
す
）。

▽
申
請　

子
育
て
支
援
課
ま
た

は
平
尾
･
若
葉
台
出
張
所

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先　

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申

請
書　

②
印
鑑　

③
申
請
者
本

人
名
義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
通
帳
な
ど　

④
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
し
て
い
る
方
（
国
民

年
金
加
入
者
、公
務
員
を
除
く
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
の
「
健
康

保
険
被
保
険
者
証
」
「
船
員
保

険
被
保
険
者
証
」
「
私
立
学
校

教
職
員
共
済
加
入
者
証
」
「
全

国
土
木
建
築
国
民
健
康
保
険
組

合
員
証
」
「
日
本
郵
政
公
社
共

済
組
合
員
証
」
「
文
部
科
学
省

共
済
組
合
員
証
（
大
学
等
支
部

に
限
る
）
」
の
コ
ピ
ー
ま
た
は

年
金
加
入
証
明
書　

⑤　

年
１

１７

月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
の
な

い
方
は
、
当
時
の
住
所
地
の
区

表１　法改正後の児童手当の所得制限額表　　　　　　　　　 （単位：円）
児　童　手　当

特例給付
（厚生年金など加入者）

児童手当
（国民年金加入者）人数（注１）

５，３２０，０００４，６００，００００人
５，７００，０００４，９８０，０００１人
６，０８０，０００５，３６０，０００２人
６，４６０，０００５，７４０，０００３人
６，８４０，０００６，１２０，０００４人
７，２２０，０００６，５００，０００５人

市
町
村
長
が
発
行
す
る　

年
度

１７

住
民
税
課
税
証
明
書
（
児
童
手

当
用
）　

⑥　

年
１
月
１
日
現

１８

在
市
内
に
住
所
の
な
い
方
は
、

当
時
の
住
所
地
の
区
市
町
村
長

が
発
行
す
る　

年
度
住
民
税
課

１８

税
証
明
書（
児
童
手
当
用
）

※
申
請
書
、
年
金
加
入
証
明
書

申
請
方
法

は
、
子
育
て
支
援
課
、
平
尾
･

若
葉
台
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

※
年
金
加
入
証
明
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
障
害
児
養

育
家
庭
を
対
象
と
し
た
児
童
育

成
手
当
は
、
５
月
申
請
分
か
ら

は　

年
分
の
所
得
で
審
査
し
ま

１７
す
。
所
得
制
限
額
は
、
表
３
の

と
お
り
で
す
。
今
ま
で
所
得
超

過
の
た
め
に
手
当
が
支
給
さ
れ

な
か
っ
た
方
も
認
定
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
手
当
は
、
申
請

が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
現
在
、
受
給
中
の
方
は
、
５

月
末
に
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
手
続
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
申

請
書　

②
印
鑑　

③
申
請
者
本

人
名
義
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
通
帳
な
ど　

④
戸
籍
や
障
害

状
況
を
示
す
手
帳
な
ど　

⑤　
１８

年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所

の
な
い
方
は
、
当
時
の
住
所
地

の
区
市
町
村
長
が
発
行
す
る　
１８

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
（
児

童
手
当
用
）

※
申
請
書
は
、
子
育
て
支
援
課

に
あ
り
ま
す
。

※
手
当
は
認
定
に
な
る
と
申
請

を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
が
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
請
が

遅
れ
る
と
遅
れ
た
月
分
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
④
⑤
は
後
日
の
提
出

で
も
構
い
ま
せ
ん
（
⑤
は
通
常

ど
の
区
市
町
村
で
も
６
月
以
降

に
発
行
し
ま
す
）
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

子
育

て
支
援
課
児
童
係

申
請
方
法

　

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
支

給
す
る
児
童
扶
養
手
当
（　

年
１７

　

月
分
〜　

年
３
月
分
）
を
４

１２

１８

月
中
旬
に
受
給
者
の
皆
さ
ん
の

指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
し
た
。

該
当
す
る
方
は
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

振
込
口
座
に
変
更
の
あ
っ
た

方
は
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い

場
合
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

課
児
童
係

　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
開
設
以
来
１
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
１
周
年

を
記
念
し
、
「
広
げ
よ
う
市

民
活
動
の
輪
」を
テ
ー
マ
に
、

い
な
ぎ
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
６
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
期
日　

５
月　

日（
日
）

１４

▽
時
間　
　

時
〜

１０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
内
容

○
第
１
部　

講
演
会
（　

時
１０

〜
正
午
）
＝
基
調
講
演
「
市

民
活
動
が
地
域
を
変
え
る
」

講
師　

山
岸
秀
雄
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

○
第
２
部　

分
科
会
（
１
時
〜

３
時
）
＝
教
育
・
福
祉
・
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
分
野
に
分
か
れ

て
、参
加
者
同
士
で
意
見
交
換

し
ま
す
。

○
交
流
会（
３
時
〜
４
時
）

▽
費
用　
　

円（
資
料
代
）

５０

※
交
流
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は

別
途
参
加
費（　

円
）が
か
か
り

３００

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
協
働
推
進

課
）
、h

ttp
://w

w
w
.i

‐in
a

g
i

‐su
p
p
ort.org

/

表２　児童手当　所得制限における控除額の種類　　　　　　 （単位：円）
６０，０００老人扶養

扶養控除
－特定扶養

４００，０００特別障害
２７０，０００その他障害
４００，０００特別障害

本人該当控除

２７０，０００その他障害
５００，０００老年者（注４）
２７０，０００寡婦・寡夫
３５０，０００特別寡婦
２７０，０００勤労学生
相当額雑損控除

その他控除
相当額医療費控除
相当額小規模企業共済
－配偶者特別控除

８０，０００定額控除（社会保険相当額＝定額）
注１　人数とは、税法上の扶養人数です。
注２　表１の金額と比べるのは、あなたの所得（源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」、市

・都民税特別徴収税額通知の「総所得金額①」、確定申告書の「所得金額の合計」
を参考にしてください）から、表２の控除額を引いた金額です。

注３　１８年４・５月分は１７年度（１６年中）所得で、１８年６月分以降は１８年度（１７年中）所得
で審査します。

注４　１８年度の所得額の計算方法から、老年者控除は除かれます。

表３　児童育成手当　１８年度（１７年中所得）所得制限額表　　　 （単位：円）
児童育成手当

（育成手当）
（障害手当）

支給額

育成手当
１人　１３，５００円
障害手当

１人　１５，５００円

人　数

３，６０４，００００人

３，９８４，０００１人

４，３６４，０００２人

４，７４４，０００３人

５，１２４，０００４人

５，５０４，０００５人

表４　児童育成手当　所得制限における控除額の種類　　　　 （単位：円）
１００，０００老人扶養

扶養控除
２５０，０００特定扶養

４００，０００特別障害

２７０，０００その他障害

４００，０００特別障害

本人該当控除

２７０，０００その他障害

２７０，０００寡婦・寡夫

３５０，０００特別寡婦

２７０，０００勤労学生

相当額雑損控除

その他控除
相当額医療費控除

相当額小規模企業共済

相当額配偶者特別控除

８０，０００定額控除（社会保険相当額＝定額）

注１　人数とは、１７年中の税法上の扶養人数です。
注２　表３の金額と比べるのは、あなたの所得（源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」、市

・都民税特別徴収税額通知の「総所得金額①」、確定申告書の「所得金額の合計」
を参考にしてください）から、表４の控除額を引いた金額です。
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１８・５・１ 代表電話は３７８－２１１１番　（２）

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家

屋
及
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
に
そ
の
価
格
（
適
正
な

時
価
）
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
の

重
要
な
財
源
で
す
。
ま
た
、
都

市
計
画
税
は
、
公
園
緑
地
、
下

水
道
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
の
都
市
計
画
事
業
に
要
す
る

費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
都
市

計
画
区
域
内
に
所
在
す
る
土
地

及
び
家
屋
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
る
目
的
税
で
す
。

　

土
地
と
家
屋
の
価
格
（
評
価

額
）
は
原
則
３
年
間
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、　

年
度
は
３
年
に
１

１８

度
の
評
価
替
え
の
年
度
に
当
た

り
ま
す
。

の
た
め
、
人
口
の
都
内
増
加

率
は
今
回
調
査
で
も
都
内
３

位
。
・
・
人
件
費
な
ど
を
抑

え
て
経
常
収
支
比
率
は
都
内

で　

指
に
入
る
低
さ
だ
。
独

１０
自
政
策
に
回
せ
る
財
源
が
多

く
、
保
育
や
教
育
費
な
ど
の

勤
労
者
向
け
基
盤
整
備
が
進

む
」
と
。
随
分
と
褒
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
事
実
今
年
度

予
算
が
記
事
を
裏
付
け
て
お

り
、
子
育
て
支
援
を
重
点
化

し
た
予
算
と
言
え
ま
す
。

○
保
育
所
の
増
築
で　

人
定

２５

員
を
増
や
し
、
そ
の
他
全
体

で　

人
定
員
増
し
ま
す
。

３９
○
認
証
保
育
所
を
３
カ
所
新

設
し　

人
受
け
入
れ
ま
す
。

９０

○
乳
幼
児
医
療
費
の
所
得
制

限
緩
和
と
、
所
得
制
限
廃
止

対
象
を
２
歳
未
満
か
ら
３
歳

未
満
児
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

○
児
童
手
当
も
所
得
制
限
緩

和
を
行
い
、
対
象
を
小
学
校

３
年
か
ら
６
年
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

○
幼
稚
園
保
護
者
負
担
軽
減

の
補
助
金
を
１
カ
月
２
千
７

０
０
円
か
ら
２
千
９
０
０
円

に
増
や
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
の
出
産
育

児
一
時
金
を　

万
円
か
ら　

３０

３８

万
円
に
増
額
し
ま
す
。

○
稲
城
第
六
小
学
校
内
に
学

童
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
新
た
に

２
億
３
千
万
円
以
上
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
市
税
収
入

は
横
這
い
で
、
財
源
は
行
革

の
徹
底
な
ど
で
生
み
出
す
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
の

福
祉
事
業
も
大
切
で
す
が
、

将
来
の
税
源
確
保
に
も
つ
な

が
る
街
づ
く
り
へ
の
投
資
も

大
切
で
す
。本
年
度
予
算
は
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
た
予
算
と
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
４
月　

日
に
は
、
多

２３

摩
川
原
橋
が
昭
和　

年
以
来

１０

　

年
ぶ
り
に
二
車
線
が
四
車

７１線
に
拡
幅
さ
れ
、
南
多
摩
尾

根
幹
線
道
路
も　

南
武
線
矢

JR

野
口
駅
周
辺
か
ら
市
役
所
ま

で
暫
定
開
通
し
ま
し
た
。
更

に
百
村
川
北
下
地
区
の
工
事

も
進
ん
で
お
り
、
秋
ま
で
に

は
全
線
開
通
し
ま
す
。
ま
た

７
月
に
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
導
入
し
た
市
立
中
央
図

書
館
と
体
験
学
習
館
が
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
こ
れ
が
稲
城
か
？
」

と
い
う
声
が
上
が
る
ほ
ど
、

街
の
姿
が
一
変
し
て
い
ま
す
。

　

稲
城
の
発
展
ぶ
り
は
、
４

月　

日
発
売
の
朝
日
新
聞
社

１０
発
行
の
週
刊
誌「
Ａ
   

Ｅ
ア   

Ｒ
Ａ

    

」

エ 

ラ

の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
財
政
的
に
も
課
題

の
多
い
国
立
市
と
比
較
し
な

が
ら
、
多
摩
地
区
の
「
中
で

も
注
目
株
ナ
ン
バ
ー
１
は
、

こ
れ
ま
で
地
味
な
存
在
だ
っ

た
稲
城
市
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
東
端
に
あ
た
り
、
京

王
線
、
中
央
自
動
車
道
な
ど

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
。

そ
の
割
に
は
地
価
が
安
く
、

新
し
く
宅
地
開
発
が
進
行
中

注
目
度　

１
の
市
に

No.

　

市
長　

石
川
良
一

時代への�
視 点�
時代への�
視 点�

１６３�
１６３�

▲表彰式に参加したクラブ員

　

税
制
度
の
簡
素
化
と
負
担
の

公
平
化
を
目
的
に
、
大
幅
に
税

制
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
負
担
水
準
（
表

１
参
照
）
の
低
い
土
地
に
つ
い

て
は
一
定
水
準
に
達
す
る
ま
で
、

毎
年
５
％
ず
つ
課
税
標
準
額
が

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
表

２
、
３
参
照
）。

 
土
地
の
評
価

　

土
地
は
、
地
目
ご
と
に
評
価

方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

評
価
上
の
地
目
は
、
土
地
登
記

簿
上
の
地
目
と
は
別
に
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
現
況
を
基
準

に
評
価
し
ま
す
。

 
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

 
特
例
措
置

　

家
屋
の
課
税
標
準
額
は
評
価

額
と
同
じ
で
す
が
、
土
地
に
つ

い
て
は
課
税
標
準
額
の
特
例
措

置
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
の
敷
地

に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
広
さ
に
よ
っ
て
、
「
小
規

模
住
宅
用
地
」
「
一
般
住
宅
用

地
（
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の

住
宅
用
地
）
」
に
分
け
て
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
表
４

参
照
）
。

 
家
屋
の
評
価

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、種
類（
住

宅
、
共
同
住
宅
、
事
務
所
、
店

舗
、
付
属
家
、
工
場
な
ど
）
、

構
造
（
木
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
、
鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
な
ど
）
、
床

面
積
、
間
取
り
、
使
用
資
材
と

そ
の
使
用
量
及
び
施
工
の
程
度

に
よ
っ
て
評
価
額
を
算
出
し
ま

固
定
資
産
税
・

固
定
資
産
税
・�

　
　
　
都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し�
固
定
資
産
税
・

固
定
資
産
税
・�

　
　
　
都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し�
固
定
資
産
税
・�

　
　
　
都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し�

▽
問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係

▽
問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係�

▽
問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
土
地
係
・
家
屋
係�

す
。

 
新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置

　

床
面
積
が　

㎡
（
共
同
住
宅

５０

の
場
合
は
、１
戸
当
た
り　

㎡
）

４０

以
上
２
８
０
㎡
以
下
の
新
築
住

宅
で
、
１
２
０
㎡
を
限
度
と
し

て
新
築
後
一
定
期
間
（
表
５
参

照
）
の
固
定
資
産
税
額
が
２
分

の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

 
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

　

昭
和　

年
１
月
１
日
以
前
に

５７

建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
基

準
に
適
合
し
た
耐
震
改
修
工
事

を
行
う
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

住
宅
に
つ
い
て
は
、
当
該
住
宅

の
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
が
一
定
期
間
軽
減

さ
れ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

 
償
却
資
産
の
評
価

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
工

場
、
商
店
、
ア
パ
ー
ト
、
農
業

な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
が
、

そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
資
産

（
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

品
な
ど
）
で
、
そ
の
減
価
償
却

費
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税

法
の
規
定
に
よ
り
所
得
の
計
算

上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却

資
産
の
状
況
を
、
１
月　

日
ま

３１

で
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
申
告
に
基
づ
く
取

得
価
格
を
基
礎
と
し
て
、
取
得

後
の
経
過
年
数
に
応
じ
て
評
価

額
を
算
出
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
な
ど
（
原
動
機
付

自
転
車
な
ど
含
む
）
の
税
金
を

申
請
に
よ
り
減
免
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

障
害
の
あ
る
方
が

（１）

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
（
身

体
に
障
害
の
あ
る　

歳
未
満
の

１８

方
、
知
的
障
害
が
あ
る
方
、
精

神
障
害
が
あ
る
方
と
生
計
を
共

に
す
る
方
が
所
有
す
る
も
の
も

含
む
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合

※
１
台
に
限
り
ま
す
。

①
障
害
の
あ
る
方
本
人
が
使
用

す
る
も
の　

②
障
害
の
あ
る
方

と
生
計
を
共
に
す
る
方
が
、
障

害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

る
も
の　

③
障
害
の
あ
る
方
の

み
の
世
帯
の
た
め
に
常
時
介
護

す
る
方
が
、
そ
の
障
害
の
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
す
る
も
の

　

公
益
の
た
め
に
、
直
接
専
用

（２）す
る
と
認
め
る
軽
自
動
車
な
ど

▽
申
請
期
限　

５
月　

日
２４

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

課
税

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
自
動
車
税
・
自
動

車
取
得
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

▽
申
請
期
限　

①
既
に
自
動
車

を
所
有
し
て
い
る
場
合
＝
納
期

限
ま
で　

②
新
た
に
自
動
車
を

購
入
し
た
場
合
＝
登
録
の
日
か

ら
１
カ
月
以
内

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
自
動

車
税
総
合
事
務
所
審
査
係　

�

　

・
５
９
８
５
・
７
８
１
４
番

０３

　

東
京
都
の
自
動
車
税
は
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
ほ
か
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア　

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ

ン
ク
ス
、セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
、
ロ
ー
ソ
ン

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
都
主
税

局
自
動
車
税
係　

�　

・
５
３

０３

８
８
・
２
９
５
４
番
、
東
京
都

自
動
車
税
総
合
事
務
所　

�　
０３

・
５
９
８
５
・
７
８
１
１
番

課
市
民
税
係

　

３
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
少

２７

年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ 
’　
で
、
押
立
地
区
少
年

０６

消
防
ク
ラ
ブ
（
構
成
員　

人
、

２５

代
表
・
清
水
政
志
氏
）
が
特
に

優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
し

て
消
防
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

押
立
地
区
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

は
、
日
頃
か
ら
防
火
知
識
や
技

術
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、

地
域
の
家
庭
に
防
火
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
、
防
火
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
消
防
署

警
防
課
救
急
係
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期限内納付にご協力ください。
第１期　　　５月１日～３１日
第２期　　　７月１日～３１日
第３期　　　１２月１日～２５日
第４期　１９年２月１日～２８日

１８年度固定資産税・
都市計画税の納期

表１　負担水準の求め方

×１００１７年度課税標準額（比準）
１８年度評価額×特例率 負担水準（％）

表２　住宅用地等の負担調整措置
課税標準額の調整方法負担水準

１００％まで引き下げる１００％以上
前年度据え置き８０％以上１００％未満
当該年度評価額に住宅用地等特例率を乗じ
て得た額の５％を前年度の課税標準額に加
える（上限８０％）。ただし、２０％未満の場合
は、２０％に引き上げる。

８０％未満

表４　住宅用地に対する課税標準の特例措置
特例措置の率用地区分・説明 都市計画税固定資産税

評価額
×１/３

評価額
×１/６

小規模住宅用地
（１戸当たり２００㎡まで）住宅

用地 評価額
×２/３

評価額
×１/３

一般住宅用地
（１戸当たり２００㎡を超える部分）

特例措置
なし

特例措置
なし店舗、工場、更地など非住宅

用地
※住宅用地は、その敷地に建っている家屋の床面積の１０倍まで
認定されます。
※家屋を取り壊した場合は、非住宅用地となります。

表５　新築住宅に対する軽減措置の軽減期間
減額期間減額対象範囲
新築後３年間下記以外の住宅

新築後５年間３階以上の耐火及び
準耐火構造の住宅

表３　商業地等の宅地の負担調整措置
課税標準額の調整方法負担水準

７０％まで引き下げる７０％超
前年度据え置き６０％以上７０％以下

当該年度評価額の５％を前年度の課税標準
額に加える（上限６０％）。ただし、２０％未満
の場合は、２０％に引き上げる。

６０％未満

○
税
率

固
定
資
産
税　

１
・
４
％

都
市
計
画
税　

０
・　

％
（
標

２７

準
税
率
０
・
３
％
）



（３）　代表電話は３７８－２１１１番 １８・５・１

　

認
定
農
業
者
は
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
全

国
的
に
実
施
さ
れ
、
農
業
者
が

作
成
し
た
農
業
経
営
の
改
善
を

図
る
た
め
の
計
画
（
農
業
経
営

改
善
計
画
）
を
市
の
基
本
構
想

稲城市認定農業者稲城市認定農業者
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に
照
ら
し
て
、
市
長
が
新
た
に

４
人
の
方
を
４
月　

日
付
で
認

１０

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
農
業
者
は
、
農
業

に
対
し
意
欲
と
創
意
工
夫
を
持

ち
、
先
進
的
な
農
業
経
営
を
目

指
し
、
生
産
方
式
や
経
営
管
理

の
合
理
化
な
ど
を
行
い
、
高
収

益
と
労
働
時
間
短
縮
を
経
営
目

標
に
掲
げ
て
い
る
方
々
で
す
。

▽
認
定
農
業
者

 
矢
野
口
地
区

　

須
黒
敏
夫
氏

　

笹
久
保
弘
氏

 
東
長
沼
地
区

　

松
本
一
宏
氏

 
坂
浜
地
区

　

上
原
徳
和
氏

▽
認
定
期
間　

４
月
１
日
〜　
２３

年
３
月　

日
３１

▽
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
政

係

　

５
月　

日
は
、「
民
生
委
員
・

１２

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

現
在
市
内
に　

人
い
ま
す
。

５７

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
、
お

年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
の
良
き
相
談
相
手
に
な
っ
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
市
や
そ
の

他
関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
た

り
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
委
員
と
し
て
、

児
童
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
様

々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
少
子
化
な
ど
に
よ
っ
て
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

電　話住　所氏　名電　話住　所氏　名

３７９－４１４７向陽台１－１７－１３狩 野 和 枝３７７－３０５６矢野口１５３－２
ルネ稲城３１６高 萩 恵 子

３３１－３０２８平尾２－１７－１０武 田 洋 子３７７－４０８４押立１７４４古 林 好 江

民生委員・児童委員

主任児童委員

電　話住　所氏　名電　話住　所氏　名

３３１－３２８４坂浜１０８４中 山 宏 司３７７－６５５９矢野口１４２２原 島 幸 重

３３１－３１７６坂浜１１０－３榎 本 幸 代３７７－５４７９矢野口７３１原 田 一 義

３３１－５９６９坂浜２８９１市 村 和 子３７７－４６７２矢野口４２５五 島 静 子

３３１－１３９８平尾３－１－１
平尾住宅３３－２０１小 堀 武 子３７７－６４０６矢野口６５３－５信 澤 君 枝

３３１－８３４７平尾３－１－１
平尾住宅３１－３０１倉 岡 弘 治３７７－５４１４矢野口１８３７城 所 恵 子

３３１－５４３２平尾３－７－５
平尾住宅６４－３０９末 松 妙 子３７７－６１２１矢野口２０２９青 木 禮 子

３３１－３１６５平尾２－７４－１７中野ヱミ子３７８－２０５８矢野口１３８－３原田シズ子

３３１－５０９０平尾１－２８－１３馬 場 房 義３７７－９４６４矢野口２２１９鈴 木 恵 子

３３１－９０８１平尾３－１－１
平尾住宅２９－３０６山 中　 明３７７－４５２９矢野口２７９７－２森 田 江 見

３３１－１６３６平尾１－１１－１６黒 髪 紀 子３７７－３８９０東長沼４０１橋 本 定 夫

３３１－２７３４平尾２－６２－１４柴 崎　 啓３７７－２２５２東長沼６０山 田 佳 昭

３３１－３４４７平尾２－９９－８最勝寺常生３７７－８５７０東長沼９５１工藤シゲ子

３７７－０７９２押立６７２大槻八重子３７７－０５９９東長沼１０６３内 田 桂 子

３７８－２７１６押立１７１０－３庚 塚 克 子３７８－９１６３東長沼１７０８－６豊 口 住 枝

３７７－５５６６押立８０５－７小 野 勝 美３７７－６９１２東長沼７３５宮 崎 信 子

３７９－６３３５向陽台３－１１－１清水千佳子３７０－３８２０東長沼３１０７－５－３１０伊藤美智子

３７８－７７６３向陽台４－２－Ｂ９０１若 松 和 子３７９－１２５９東長沼２１３１－３加藤眞知子

３７８－７５２６向陽台５－１０
リベレ向陽台６－３０２荻 野 裕 子３７７－２３１２大丸１３９１梅沢みさ子

３７７－８４５９向陽台１－６－４中 村 達 也３７７－７５４８大丸８７８－３松 本 和 美

３３１－３３０５長峰２－３－５菅 田 紀 夫３７８－３１７０大丸６３０－１３－２０１川田ハルエ

３３１－８８３４長峰３－３－５－３０３河村美恵子３７８－３５５４大丸１６１－４石井美枝子

３３１－４３０８長峰３－８－３－１３０８馬 場 幸 子３７７－９４５６大丸８２－３－４０３舘 脇 重 子

３３１－３２９８若葉台１－３－２３榎本壮一郎３７７－６６８７大丸２１４６－２１原 田　 �

３３１－５９６０若葉台２－１２
ファインストーリアＩ棟１０６坂 井　 力３７７－６１３５大丸６１－１９松崎美枝子

３３１－６５９１若葉台３－１－１
ワルツの杜Ｄ－６０８関 根 忠 雄３７７－６１９４百村５２０－１０齋 藤 隆 夫

３３１－６９４４若葉台４－１０－７五十嵐和世３７７－２３７２百村２５１－３田 島 和 子

３７８－７１６６百村１５８６藤 原 壽 美

　

火
葬
炉
の
保
守
点
検
を
行
う

た
め
業
務
の
一
部
を
休
止
し
ま

す（
左
表
参
照
）。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

南
多
摩
斎
場

�　

・　

・
７
６
４
１
番

０４２

７９７

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

南多摩斎場の業務日程

霊安室受付
業務

式場利用火葬
業務期　日

告別式通夜

○○○×○５月１３日（土）

○○×××５月１４日（日）
友引

○○×○×５月１５日（月）

○○○○○５月１６日（火）

○＝通常業務　×＝休業

ごみの量（３月）�

　前年同月のごみ量は、一人１日当たり燃
えるごみ４５４ｇ、燃えないごみ４０ｇ、合計４９４
ｇであったため、約１.６％の増加となりまし
た。さらなる減量を目指して、ごみの分別
にご協力ください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイクル係

一人１日当たり市内収集量

４５７ｇ１,０８６ｔ燃 え る ご み

 ４５ｇ  １０６ｔ燃えないごみ

５０２ｇ１,１９２ｔ合　 　 　 計

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

み
ん
な
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
　
生
か
そ
う
！
　
考
え
よ
う
！�

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理

を
無
料
で
行
い
ま
す
。　

※
部
品
交
換
が
必
要
な
場
合

は
実
費
負
担
で
す
。　

※
モ
デ
ル
ガ
ン
な
ど
の
危
険

な
も
の
は
除
く
。

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

２０

※
雨
天
実
施

▽
時
間　
　

時
〜
３
時

１０

　

使
い
終
わ
っ
た
食
用
油
、

ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
廃

食
用
油
を
原
料
に
し
て
、
せ

っ
け
ん
「
い
な
ぎ
っ
粉
」（
１

㎏　

円
）を
作
っ
て
い
ま
す
。

２５０
▽
引
取
料　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

稲
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ　

�　

・
５
３
７
４
番

３７９

※
５
月
か
ら
毎
週
日
・
月
曜

日
と
祝
祭
日
は
お
休
み
に
な

り
ま
す
。

▽
募
集
数　

５
人（
先
着
順
）

▽
利
用
期
間　

５
月　

日
１５

 
お
も
ち
ゃ
の
病
院

�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
出
店
者
募
集
し
ま
す

（
月
）〜
６
月　

日（
水
）

１４

廃
食
用
油
の
引
き
取
り

中
の
家
族
と
地
域
や
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
健
全
育
成
活

動
の
担
い
手
と
し
て
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方

々
は
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

お
困
り
の
と
き
は
、
お
近
く
の

地
域
の
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

　ゴールデンウィーク中は犯罪の発生が
多くなります。被害に遭わないよう心掛
けましょう。

重点目標重点目標

侵入盗の被害防止 子どもの被害防止

振り込め詐欺の
被害防止

ひったくりの
被害防止

防犯パトロール駅伝防犯パトロール駅伝

　多摩稲城防犯協会稲城地区では、市民
の防犯意識の高揚を図るための啓発活動
として、市内を順次パトロールします。
皆さんの参加をお願いします。

▽期日　５月３日（祝）

▽集合時間・場所　９時・若葉台駅前交
番

▽問い合わせ　多摩中央警察署防犯係　
�３７５－０１１０番、市役所総務課総務係

� � � � � � � �� � � � � � � �

�������������



１８・５・１ 代表電話は３７８－２１１１番　（４）

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

�

▲

上谷戸緑地体験学習館の開設式
（４月９日・若葉台）

　自然の中で体験学習を行う拠点として、
上谷戸緑地内に体験学習館がオープン。谷
戸の原風景を象徴する水車小屋も再現され
ています。坂浜自治会が指定管理者となり、
施設の管理運営を行います。

　

ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
は
、
今
年

度
か
ら
実
施
月
と
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
し
た
。

▽
対
象　

市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
４
月
２
日
現
在

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
、

２０

４０

　

年
度
以
前
の
国
民
健
康
保
険

１７税
を
完
納
し
て
い
る
方

※　

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

４０
広
報
５
月　

日
号
（
み
ん
な
の

１５

健
康
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
期
間　

６
月
１
日（
木
）〜　
３０

日（
金
）

▽
会
場　

左
表
の
と
お
り

▽
検
査
項
目　

肝
機
能
、
循
環

器
、
胸
部
Ｘ
線
な
ど

※
検
査
に
は
約
半
日
か
か
り
ま

す
。

▽
費
用　

４
千　

円
５００

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

１２０

※
受
診
通
知
は
５
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日
必
着

１２

※
今
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
す

る
、
が
ん
検
診
（
大
腸
、
胃
、

乳
、
子
宮
、
前
立
腺
）
と
脳
ド

ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
広
報
６
月

　

市
内
の
公
衆
浴
場
で
は
、
５

月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
、
邪

気
を
払
う
と
い
わ
れ
る
菖
蒲
湯

を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
小
学

生
以
下
の
料
金
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
広
々
と
し
た
銭
湯
で
、

家
族
そ
ろ
っ
て
菖
蒲
湯
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
浴
場
・
問
い
合
わ
せ　

玉
城
湯（
矢
野
口
）�　

・
６
１

３７７

は
が
き
記
入
例�

▲
�

「ミニ人間ドック受診希望」�

１．住所�

２．氏名（性別）�

３．年齢�

４．電話番号�

５．国民健康保険証の記号�

　　４８－［　］・番号［　］�

表面� 裏面�
〒２０６ー８６０１�

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
１�

稲
城
市
役
所
保
険
年
金
課�

��

国
民
健
康
保
険
係�

ミニ人間ドック
指定医療機関
医療機関名地区

石坂医院

矢野口
矢野口クリニック

こせき内科クリニック

谷平医院

松本医院

東長沼あべ内科クリニック

東長沼クリニック

稲城市立病院
大　丸

稲城診療所

菊池医院百　村

高クリニック

平　尾簡野クリニック

平尾内科クリニック

桜井医院押　立

向陽台クリニック向陽台

長峰クリニック長　峰

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク

ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク

実
施
月
と
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
し
た

実
施
月
と
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
し
た

　

健
康
日
本　

と
は

２１

　

国
の　

世
紀
に
お
け
る
国

２１

民
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康

日
本　

」
の
最
大
の
目
標
は
、

２１

国
民
一
人
ひ
と
り
が
病
気
や
寝

た
き
り
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
、

健
康
で
い
ら
れ
る
期
間
＝
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
す
。
こ

の
た
め
、
「
健
康
日
本　

」
で

２１

は
、
「
す
べ
て
の
国
民
が
健
康

で
明
る
く
、
元
気
に
生
活
で
き

る
社
会
」
の
実
現
の
た
め
に
、

栄
養
・
運
動
・
休
養
・
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
・
歯
の
健
康
な

ど
、
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
９

つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

健
康
稲
城　

と
は

２１

　

国
の
「
健
康
日
本　

」
な
ど

２１

を
踏
ま
え
、
市
で
は
、
市
民
が

主
体
的
に
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
運
動
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
「
健

康
稲
城　

」を
策
定
し
ま
し
た
。

２１

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
心
豊

か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」

の
健
康
の
源
と
な
る
「
栄
養
・

運
動
・
休
養
」に
関
心
を
持
ち
、

主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
健
康
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
「
自
ら
の
健
康

は
自
ら
で
守
り
、
自
ら
で
つ
く

る
」
を
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

年
代
に
応
じ
た
望
ま
し
い
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

現
代
で
は
、
食
生
活
の
変
化

や
運
動
不
足
・
飲
酒
・
喫
煙
な

ど
に
よ
る
、
が
ん
・
心
臓
病
・

脳
卒
中
・
糖
尿
病
な
ど
の
「
生

活
習
慣
病
」
や
認
知
症
、
寝
た

き
り
と
い
っ
た
高
齢
化
に
伴
う

障
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
期
に
お
い
て

も
生
活
の
質
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
乳
幼
児
の
世

代
か
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
疾
病
の
発

症
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
「
一

次
予
防
」
に
重
点
を
置
い
た
、

市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
」
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
健
康
稲
城　

」
２１

で
は
、
健
康
な
ま
ち
・
い
な

ぎ
〜
食
卓
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
〜
の
実
現
を

目
指
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

向
け
た
６
つ
の
目
標
、
①
食

卓
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち

②
白
い
歯
が
輝
く
ま
ち　

③

市
民
の
主
体
的
な
健
康
づ
く

り
が
実
践
さ
れ
る
ま
ち　

④

ア
ル
コ
ー
ル
・
た
ば
こ
に
つ

い
て
の
知
識
が
普
及
し
た
ま

ち　

⑤
い
き
い
き
親
子
の
ま

ち　

⑥
安
心
医
療
の
ま
ち
を

掲
げ
、
各
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健

康
推
進
係

�

�

�

�

��

��

�

�

�

�

���

���

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す

小
学
生
以
下
は
無
料
で
す

菖
 
菖 
蒲蒲

し
ょ
う   

湯湯
ぶ

　

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�

 

公
開
講
座

公
開
講
座

▽
講
座
名
・
日
時
・
定
員
・
受

講
料
な
ど　

右
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
受

付
順
で
締
め
切
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

講
座
開
催

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
は
が

き
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

駒沢学園　公開講座
受講料定員日　時講　師内　容講座名

５００円３０人
６月１０日（土）
・１時３０分～
３時

駒沢女子短期大
学教授　　　　
西山一朗

キウイフルーツの品種
と果実を写真で紹介し、
これらの果実に含まれ
る有機酸、糖質、ビタ
ミンＣ、ベータカロチ
ンなどの成分の品質間
差異を解説します。

キウイフル
ーツの品種
と果実成分
の品種間差
異

１,０００円３０人

６月２４日、７
月１日の土曜
日・１時３０分
～３時

駒沢女子大学教授
蘭香代子

子どもの相談では、子
どもへの願いがなくな
った、ものわかりのよ
い親が多く見受けられ
ます。子育てにおいて
親の願いや期待がもつ
影響を考えながら、適
切な親の関わり方を探
ります。

母の願い・
父の期待～
ニートにな
らないため
に～

１,５００円１５人

６月２４日、７
月１日・８日
の土曜日・１０
時～１１時３０分

駒沢女子短期大
学助教授　　　
安田淳子

本格的なハンドベルに
憧れながら機会のない
方の夢の実現をお手伝
いします。
※最終日は、昼食をは
さみ１時から３０分間ミ
ニコンサートを開催す
る予定です。

初めてのハ
ンドベル

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

駒
沢
学
園
公
開
講
座
事
務
局　

〒　

・　

稲
城
市
坂
浜
２
３
８

２０６

８５１１

�　

・
７
１
１
１
番

３５０

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月

１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
社
員
増

強
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

社
員
と
は
、毎
年
一
定
額（
５

０
０
円
以
上
）の
活
動
資
金（
社

費
）
を
出
資
い
た
だ
け
る
方
の

こ
と
で
す
。
集
め
ら
れ
た
資
金

は
、
献
血
事
業
や
救
援
活
動
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
赤
十
字
社

の
様
々
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

運
動
期
間
中
、
各
家
庭
を
自

治
会
な
ど
の
協
力
委
員
の
方
が

訪
問
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
福

祉
課
の
窓
口
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

　

土
に
親
し
み
、
農
家
の
方
々

と
話
を
し
な
が
ら
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま

で
を
親
子
で
楽
し
む
触
れ
合
い

事
業
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

２７

▽
時
間　

９
時　

分
３０

▽
会
場　

バ
ス
停
「
宮
の
台
」

前
の
三
沢
川
沿
い
の
畑（
坂
浜
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
内
容　

植
え
付
け（
５
月
）、

観
察
会（
８
月
）、
収
穫（　

月
）

１０

∇
対
象　

市
内
在
住
の
親
子

▽
定
員　
　

組（
抽
選
）

３０

▽
費
用　

１
組　

円
５００

▽
主
催　

Ｊ
Ａ
東
京
み
な
み
稲

城
地
区
野
菜
部
会

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月
８
日
消
印

有
効

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
東
京
み
な
み
稲
城
支
店　

〒　

・　

稲
城
市
東
長
沼
２
１

２０６

０８０２

１
０
の
１　

�　

・
６
０
０
２

３７７

番

秋
の
収
穫
が
楽
し
み

 
秋
の
収
穫
が
楽
し
み

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

５
４
番
、
稲
城
浴
場（
大
丸
）�

　

・
７
２
２
２
番
、
市
役
所
経

３７７済
課
商
工
係

健康稲城21①
���������

��������

��������

��������

�

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

��
��
��
��
��
��
��
��

▲農業者による安全安心まちづくり防犯パレ
ード（３月３０日・市内）
　市内農家が農作業を行いながら子どもたち
の様子を見守る活動をスタートし、３０日には
農家の方や市農業委員、農政連絡員約８０人が
防犯パレードを行いました。

▲

多
摩
川
清
掃（
４
月
２
日
・
多
摩
川
河
川
敷
）

　

２
、２
０
０
人
を
超
え
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
手

に
よ
っ
て
可
燃
ご
み
１
、１
６
０
㎏
・
不
燃
ご
み

１
、２
０
０
㎏
が
集
め
ら
れ
、
多
摩
川
は
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。



１８・５・１（５）　代表電話は３７８－２１１１番

まちの話題を集める

地域や学校の話題をお寄せください。　秘書広報課広報広聴係

▽
区
分　

①
世
帯
向
（
一
般
募

集
住
宅
）　

②
定
期
使
用
住
宅

（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
）　

③
定

期
使
用
住
宅（
多
子
世
帯
向
）　

④
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

５
月

８
日（
月
）〜　

日（
水
）

１７

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
配
布
場
所　

市
民
課
、
平
尾

・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ

ン
タ
ー
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
土
・
日

曜
日
も
配
布
し
ま
す
（
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）。

※
申
込
用
紙
配
布
期
間
中
、
申

込
書
は
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.

to

‐kou
sy
a.or.jp

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙

を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
５
月

　

日
渋
谷
郵
便
局
必
着
）。

２２

▽
コ
ー
ス
・
期
日　

下
表
の
と

お
り

▽
定
員　

各　

人
１６

▽
期
日　

５
月　

日（
水
）

１７

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

藤
井
孝
純
氏

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

５
月　

日（
水
）

２４

▽
時
間　

１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
内
容　

初
夏
の
花
あ
ふ
れ
る

寄
せ
植
え

▽
講
師　

高
田
昌
子
氏
（
Ｒ
Ｈ

Ｓ
Ｊ
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

・
マ
ス
タ
ー
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
費
用　

２
千　

円
５００

▽
申
し
込
み
方
法　

直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
期
限　

５
月　

日
２０

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

グ
リ
ー
ン�

ウ
ェ
ル
ネ
ス�

　
　
　
財
団�

��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������

だ
よ
り�

商  

工  

会�

　４月２日にNHKホールで開催された
２００６年全日本きもの装いコンテスト世
界大会の子どもの部に、鈴木美和さん
が関東地区代表として初めて出場し、
見事第３位に輝きました。コンテスト
では、舞台で自ら着物を着付け、その
着装や帯結びの仕上がりなどが審査さ
れました。
　現在、美和さんは府中市の着付け教
室に月に２回通っています。お母さん
が習っていたことがきっかけで小学校
の４年生から習い始め、今では７～８
分で着物が着られるようになりました。
着物がきれいに着られるとすっきりと
してうれしい気持ちになるそうです。

また、着付け教室では、着装の他に、
お辞儀の仕方、立ち方・座り方、ふす
まの開け方・閉め方などの礼儀作法も
習っています。
　コンテストに出場することができて
楽しかったことは、大学生のお姉さん
達と一緒に練習できたこと。うれしか
ったことは、振り袖を買ってもらった
ことや家族など、たくさんの人が応援
してくれたことという美和さん。「来
年の小学校の卒業式には、自分で着付
けをした着物を着て出席したい」と話
してくれました。

▲

「
今
後
も
着
付
け
を
続
け
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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パ
ソ
コ
ン
講
習
会

�
�
�
�
�

 
お
し
ゃ
れ
な

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン

�
�
�
�
�
�

 
足
の
裏
健
康
法

〜
ツ
ボ
の
刺
激
で
健
康
を　

〜
!!

○
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

▽
応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳

２０

２６

未
満
の
男
女

※　

歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見

２２
込
含
）

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者（
見

込
含
）
は　

歳
未
満

２８

▽
試
験
日　

５
月　

日（
土
）・

２０

　

日（
日
）

２１※　

日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の

２１
み○

歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

▽
応
募
資
格　

専
門
の
大
卒（
見

込
含
）　

歳
以
上　

歳
未
満
の

２０

３０

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

　

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に

ネ
ス
モ
デ
ル
を
表
彰
す
る
「
多

摩
グ
リ
ー
ン
賞
」
を
募
集
し
ま

す
。

▽
応
募
資
格　

多
摩
地
域
及
び

そ
の
周
辺
地
域
に
事
業
拠
点
を

置
く
中
小
企
業
・
個
人
事
業
主

な
ど

▽
副
賞　

各
最
優
秀
賞
に　

万
１００

円
、
各
優
秀
賞
に　

万
円
、
奨

５０

励
賞
に
副
賞
５
万
円
を
贈
呈

▽
応
募
期
限　

９
月　

日
２０

▽
主
催　

多
摩
信
用
金
庫

▽
後
援　

経
済
産
業
省
関
東
経

済
産
業
局
、
東
京
都
、
多
摩
地

区
及
び
そ
の
周
辺
の
各
市
町
村

・
各
商
工
会
議
所
・
各
商
工
会

ほ
か

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

多
摩

ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
事
務
局

�　

・　

・
７
７
３
９
番

０４２

５２６

男
女

※
薬
剤
は　

歳
未
満
の
男
女
。

２６

た
だ
し
、
薬
学
修
士
学
位
取
得

者（
見
込
含
）は　

歳
未
満

２８

▽
試
験
日　

５
月　

日（
土
）

２０

○
医
科
・
歯
科
幹
部

▽
応
募
資
格　

医
師
・
歯
科
医

師
の
免
許
取
得
者

▽
試
験
日　

５
月　

日（
木
）

２５

◆
共
通
事
項

▽
申
込
受
付
期
限　

５
月　

日
１２

必
着

▽
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
府
中

募
集
事
務
所　

�　

・
５
２
３

３６５

３
番

従
事
し
た
こ
と
で
、
中
皮
種
・

肺
が
ん
な
ど
に
か
か
り
死
亡
し

た
労
働
者
ま
た
は
労
災
保
険
の

特
別
加
入
者
の
遺
族
が
、
時
効

に
よ
り
労
災
保
険
法
に
基
づ
く

遺
族
補
償
給
付
の
支
給
を
受
け

る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
（　
１３

年
３
月　

日
以
前
に
死
亡
し
た

２６

方
の
遺
族
）
、
特
別
遺
族
年
金

ま
た
は
特
別
遺
族
一
時
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
は
請
求
の
あ
っ

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
請
求
期
間　
　

年
３
月　

日

１８

２７

か
ら
３
年
間

▽
請
求
方
法　

特
別
遺
族
年
金

支
給
請
求
書
ま
た
は
特
別
遺
族

一
時
金
支
給
請
求
書
と
、
死
亡

診
断
書
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
書

　

多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の
活

性
化
と
地
域
経
済
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
第

４
回
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン

賞
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
優
れ

た
技
術
・
製
品
を
表
彰
す
る「
多

摩
ブ
ル
ー
賞
」
、
新
し
い
ビ
ジ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

 
「
多
摩
ブ
ル
ー
・

グ
リ
ー
ン
賞
」
募
集

類
を
添
付
し
て
、
労
働
基
準
監

督
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
労
働
局

労
災
補
償
課　

�　

・
３
８
１

０３

４
・
５
３
１
９
番

自
衛
官
募
集
中

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
受
講
料　

１
コ
ー
ス
５
千
円

※
別
途
に
テ
キ
ス
ト
代
実
費

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き（
往
信
）に
希
望
コ
ー
ス
・
住

所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月
７
日
必
着

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　
　

２０６

０８０２

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）

パソコン講習会
時　間期　日コースNo.

１０時～１時
５月１３日（土）・
１４日（日）・２０日
（土）・２１日（日）

エクセル活用講座①

１時３０分～
４時３０分

５月１３日（土）・
１４日（日）・２０日
（土）・２１日（日）

デジカメ活用講座②

９時３０分～
１２時３０分

５月１６日（火）～
１９日（金）

インターネット活
用講座③

９時３０分～
１２時３０分

５月２２日（月）～
２５日（木）ワード活用講座④

▽
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民

窓
口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
（
申
し
込
み

用
紙
配
布
期
間
中
の
み
）
�
０

５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
番

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

都
営
住
宅

都
営
住
宅

　

東
京
都
で
は
、
市
内
在
住
の

　

歳
未
満
の
子
を
持
つ
ひ
と
り

２０親
家
庭
を
対
象
に
、
指
定
す
る

宿
泊
・
日
帰
り
施
設
の
利
用
費

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
利
用
時
の
交

通
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
の
で

併
せ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

休
養
ホ
ー
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
利
用
申
込
書
は
、
生
活
福

祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
活
福
祉
課

地
域
福
祉
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　
　

歳
以
上
の
方
で
、
自
宅
に

７５
風
呂
の
無
い
方
な
ど
に
入
浴
券

を
支
給
し
ま
す
。

▽
対
象　

満　

歳
以
上
の
住
民

７５

税
非
課
税
世
帯
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
自
宅
に

風
呂
の
無
い
方　

②
故
障
な
ど

��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

で
風
呂
が
長
期
間
使
用
で
き
な

い
方

※
生
活
保
護
受
給
者
、
寝
た
き

り
な
ど
の
方
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

で
風
呂
の
改
修
を
受
け
て
い
る

方
な
ど
は
助
成
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
枚
数　

一
人　

枚
ま
で

５０

※
申
請
日
に
よ
り
枚
数
が
異
な

り
ま
す
。

※　

年
度
の
利
用
者
に
は
、
申

１７
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

対
象
者
の
衣
服
な
ど
に
付
け

る
位
置
情
報
小
型
端
末
機
器
を

貸
し
出
し
ま
す
。
徘
徊
高
齢
者

の
生
活
の
安
全
を
図
る
う
え
で
、

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
タ
ク
シ
ー
に
よ
る

探
索
・
保
護
な
ど
の
協
力
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

で
徘
徊
行
動
の
あ
る
方

高
齢
者
の
徘
徊（
は
い
か
い
）

高
齢
者
の
徘
徊（
は
い
か
い
）

行
動
で
お
困
り
の
方
へ

行
動
で
お
困
り
の
方
へ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

▽
費
用　

位
置
情
報
小
型
端
末

機
器
貸
出
料

※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
搭
載
タ
ク
シ
ー
で
出

動
す
る
場
合
は
、
別
途
費
用
が

か
か
り
ま
す
。

※
低
所
得
者
世
帯
な
ど
に
対
す

る
一
部
減
免
適
用
有
り

▽
申
し
込
み
方
法　

市
所
定
の

用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
承
認
後
、
指
定
業
者
か
ら
機

器
使
用
契
約
と
料
金
徴
収
方
法

の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

電
話
回
線
を
利
用
し
た
緊
急

通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。
装

置
や
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、
稲
城
消
防
署
に
通
報

さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ

た
利
用
者
情
報
を
も
と
に
、
直

ち
に
出
動
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方　

①
お
お
む
ね　
６５

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

②
高
齢
者
の
み
世
帯
の
方
（
同

居
の
親
族
が
長
時
間
留
守
に
す

る
場
合
も
可
）

※
身
体
上
慢
性
疾
患
が
あ
り
、

常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方
、
心
臓
疾
患
・
そ
の
他
生

命
に 
危  
惧 
の
あ
る
方
、
救
急
車

き 

ぐ

の
搬
送
頻
度
の
高
い
方
を
優
先

し
ま
す
。

▽
費
用　

所
得
に
応
じ
て
負
担

▽
設
置
ま
で
の
流
れ　

申
請
受

理
後
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
職
員
に
よ
る
調
査
後
、

判
定
会（
年
４
回
実
施
）で
決
定

し
ま
す
。

※
決
定
後
、
本
人
、
関
係
者
立

会
い
の
も
と
、
市
の
指
定
業
者

が
設
置
工
事
を
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

高
齢
福
祉
係

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��

シルバー
人材

センター
申し込み・問い合わせ
� ３７７・２２１２番
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古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

▽
期
日　

５
月　

日（
火
）

１６

▽
時
間　
　

時
〜
１
時　

分

１０

３０

▽
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
期
日　

６
月
５
日（
月
）

▽
時
間　

９
時
〜
正
午

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
に
住
民
登
録
の
あ

る
、
検
診
日
現
在　

歳
以
上
で

３５

前
回
検
診
月
か
ら
１
年
以
上
経

過
し
て
い
る
方

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
、
妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
検
査
方
法　

バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
胃
部
Ｘ
線
撮
影

▽
定
員　
　

人（
抽
選
）

４４

※
抽
選
結
果
は
検
診
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

は
が
き（
記

入
例
参
照
）
ま
た
は
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
（h

ttp
s://w

w
w
.

e

‐tok
y
o.lg
.jp

）
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

５
月
９
日
必
着

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１

定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

火２

憲法記念日
＋休日急病診療所　東長沼クリニック（東長沼）９時～５時�３７９－４８５１

水○３ 

国民の休日
＋休日急病診療所　谷平医院（矢野口）９時～５時�３７７－６４３３

木○４ 

こどもの日
＋休日急病診療所　稲城診療所（大丸）９時～５時�３７７－６１２８

金○５ 

土６

＋休日急病診療所　石坂医院（矢野口）９時～５時�３７７－５２７８日○７ 
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月８

４カ月児健康診査（１８年１月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～１１時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

火９

消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所
女性の悩み相談 １０時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
心配ごと相談 １０時～正午 福祉センター

水１０

３歳児健康診査（１５年４月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
登記相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

木１１

母子健康相談 ９時～１１時（予約随時） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
労働相談 １時３０分～４時３０分（予約必要） 経済課商工係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

金１２

心の専門相談 １時～４時（予約随時） 福祉センター土１３

＋休日急病診療所　桜井医院（押立）９時～５時�３７８－３２２４
休日窓口　８時３０分～正午・１時～５時　市民課、保険年金課、課税課、納税課
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係

日○１４ 

離乳食調理講習会（１７年１２月生まれ） 保健センター
消費者相談 １０時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

月１５

※（予約必要）の相談は、前日の午前８時３０分から予約を受け付けます。１４日の法
律相談は１２日（金）から受け付けます。経済課消費生活係の相談�３７８－２２８６番

　

東
京
都
の
調
査
結
果
か
ら
、

市
販
さ
れ
て
い
る
１
千
円
程

度
の
金
属
製
ア
ク
セ
サ
リ
ー

類
に
人
体
に
有
害
な
鉛
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

鉛
は
強
い
毒
性
を
有
し
、

脳
や
腎
臓
、
神
経
系
や
血
液

系
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

特
に
乳
幼
児
に
対
し
て
は
、

脳
、
神
経
系
へ
の
影
響
が
成

人
よ
り
も
顕
著
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
に
は
金
属
製

ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
に
含
ま
れ

る
鉛
に
関
す
る
規
制
な
ど
は

な
く
、
一
般
に
広
く
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
市
販
品
の
鉛
の
有
無
を

外
見
だ
け
で
判
別
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

万
一
、
鉛
を
含
ん
で
い
る

製
品
を
口
に
入
れ
る
、
飲
み

込
む
、
な
め
る
な
ど
し
た
場

合
、
鉛
を
摂
取
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、

こ
れ
ら
の
金
属
製
ア
ク
セ
サ

リ
ー
類
に
乳
幼
児
が
接
触
し

な
い
よ
う
大
人
が
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
東
京
都
が
調
査
し
た
金
属

製
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
と
は
、

宝
石
・
貴
金
属
を
用
い
て
造

ら
れ
た
装
身
具
類
（
い
わ
ゆ

る
ジ
ュ
エ
リ
ー
）
を
除
く
ア

ク
セ
サ
リ
ー
類
で
す
。

消
費
者
相
談
室

�　

・

３
７
３
８
番

３７８

　
（
月
・
火
・
水
・
金
曜
日
）

　安価な金属製�
　　アクセサリー類に�
　　　含まれる鉛にご注意を！�

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ    
稲
城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

 
〒　

・　
 
稲
城
市
百
村　

の
１

２０６

０８０４

１１２

�　

・

３
４
２
１
番　

３７８

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。

　障害のある方や在宅で寝たきりの方などが身

近な地域でかかりつけ歯科医を持てるように、

稲城歯科医会の歯科医師を紹介する制度です。

　訪問して治療を行う歯科医や自宅から通える

歯科医を紹介します。障害のある方や在宅で寝

たきりの方などで、かかりつけ歯科医をお持ち

になりたい方は、問い合わせてください。

▽申し込み・問い合わせ　保健センター�３７８

－３４２１番、�３７７－４９４４番

���������	


�������
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�

���������	
��


　

妊
婦
の
口
の
中
は
、
想
像
以

上
に
変
化
を
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
、
自
分
の
歯
と
口
の
こ

と
に
目
を
向
け
て
は
い
か
が
で

す
か
。
ま
た
、
歯
磨
き
や
食
習

慣
を
見
直
す
こ
と
は
、
家
族
み

▽
期
日　

５
月
８
日（
月
）

▽
時
間　
　

時
〜　

時

１０

１１

▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

保
健
師
に
よ
る
相
談
、

血
圧
測
定
な
ど

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

チ
キ
ン
ソ
テ
ー
ラ
タ

ト
ゥ
イ
ユ
添
え
、
枝
豆
の
ム
ー

ス
、
ブ
ル
ス
ケ
ッ
タ
、
野
菜
の

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

 
巾 
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
タ
オ

き
んル▽

費
用　

無
料

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
主
催　

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

����������������

胃 が ん 検 診胃 が ん 検 診

　

日
本
に
お
け
る
前
立
腺
が
ん

は
、
食
生
活
の
変
化
及
び
高
齢

化
社
会
に
伴
い
、
そ
の
頻
度
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

５
月　

日（
土
）

２０

▽
時
間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
講
師　

松
崎
章
二
氏
（
稲
城

市
立
病
院
泌
尿
器
科
部
長
・
稲

ん
な
の
健
康
づ
く
り
に
も
な
り

ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
健
診

時
妊
娠　

週
か
ら　

週
ま
で
の

１６

２７

方▽
期
日　

５
月　

日（
金
）

１９

▽
時
間　

２
時　

分
〜
３
時　

５０

２０

分　▽
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

妊
婦
歯
科
健
康

妊
婦
歯
科
健
康
診診
査査

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

特
別
価
格
の
市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　
　

日
本
テ
レ
ビ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

杉
本　

�　

・　

・
３
０
３
４
番　

※
④
は
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
市
民
シ
ー
ト
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（株）

０４４

９４６

①
５
月　

日（
水
）７
時
〜
／　

横
浜
Ｆ
Ｃ
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

②
５
月　

日（
日
）２
時
〜
／　

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
／
国
立
競
技
場　

③
５
月　

日（
土
）２
時
〜
／　

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
／
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム　

④
５
月　

日（
土
）２
時
〜
／　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
／
西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場

１０

VS

１４

VS

２０

VS

２７

VS

「胃がん検診受診希望」

１．６月５日

２．第二文化センター

３．住所

４．氏名（性別）

５．生年月日・年齢

６．電話番号

７．前回検診年月日

※初めての方は「初診」
　と書いてください。

フリガナ

▼

は
が
き
記
入
例
（
裏
面
）

　

１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
で
、
麻
し
ん
ま
た
は
風
し

ん
の
ど
ち
ら
か
の
予
防
接
種
が

未
接
種
の
場
合
は
、
無
料
（
市

負
担
）
で
接
種
で
き
ま
す
。
保

健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
接
種
期
間　
　

年
３
月　

日

１９

３１

（
土
）ま
で

　

生
後
３
カ
月
以
上
の
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
犬
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
毎
年
受
け
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に
受

け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、次
の
動
物
病
院
で
は
、

同
一
料
金
で
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

６
月　

日（
金
）ま
で

３０

▽
費
用　

３
千　

円
５５０

▽
動
物
病
院
・
問
い
合
わ
せ　

野
坂
獣
医
科（
矢
野
口
）�　

・
３７７

７
７
９
０
番
、
シ
ン
ド
ウ
動
物

病
院（
東
長
沼
）�　

・
１
４
３

３７８

１
番
、
新
ゆ
り
が
お
か
動
物
病

院（
平
尾
）�　

・
５
７
３
１
番

３３１

城
市
医
師
会
会
員
）

▽
定
員　
　

人
５０

※
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市
医
師

会　

�　

・
４
９
４
６
番

３７７

▽
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
健

診
・
相
談　

▽
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

�����������

���野菜いっぱい野菜いっぱい
イタリアンイタリアン

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射

麻
し
ん
、風
し
ん
の

麻
し
ん
、風
し
ん
の

予
防
接
種

予
防
接
種

地
域
出
張

地
域
出
張
健
康
相
談

健
康
相
談

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

前
立
腺
が
ん

 
前
立
腺
が
ん講演

会

講
演
会


